











































































































Blum-Kulka (1983)では、ある発話行為は特定の procedureが lin-
guistic realization と結び付くことによって遂行されるとし、意味的な
部分である procedureと形式的な部分である linguisticrealizationを
あわせて strategy(以下、ストラテジー)と呼んでいる。 Fraser(1981) 
は、 semanticformulae (意味論的定型表現)という用語と共にそれに
置き換えられるものとしてストラテジーということばを用いており、謝罪
のストラテジーとして 「違反への後悔の念の表明 (expressingregret 
for the offence)Jなど9つを挙げているが、Olshtain& Cohen 
(1983) は、 semanticformulaを「特定の意味論的基準 (semantic
criterion)やストラテジーを満たす単一の単語、フレーズ、又は文で構
成される」ものとして捉えている。しかし近年の研究ではストラテジーと
いう用語を Fraser(1981)のような意味で (Blum-Kulkaの言う proce-


































































































































①感謝の必要性への言及 (1 b) 
②利益の有効利用への言及 (5 b) 
③感謝の気持ちの直接的表明(2b) 
④感謝の気持ちの直接的表明(2b) 
























































【電話会話資料】 T→ 1 (T : 60代男性 /1 :男性、 Tの友人 /電
話の第一用件:贈り物へのお礼 /会話時間:1分35秒〉
T: あ一、 I、Iさん。 どうもどうも。 や、
I:もしもし。 おー (笑)。 やーやーやー。
T:昨日ねえ、 ぽかーあのー、ちょっと田舎へねー、用事で、てあのー











1 : 4時一前、 3時半ごろから出と、出とったけんね。
T:しょ。何回か出る前までね、 ゃったんだけど今、ほいて今帰って
1 : あー 。 あ一、あ一本当。 じゃ。
T: ;きたんですよ。 お一。 ①ほいで早速こりゃあのー、








I おん。 おーおー。 おーお一、おーおー
T:の仏さんに飾って。 ほいてーこんなことやゅうてね、 お、







1 : IH、。 いやいや。 あ。
T:年はまた特別おいしくて。 ねー 。
????




T: た けども。ほんとにありがとうございました。 あ、
⑥ 














1 : ¥，、。 うんうん。 あらら本当
ど、 ぁ、⑧ありがとうT:お一、そんなことで。 あ。
I t土し、。 あー は。 やーわざわざどうも。はし、。
T:ござし、ました、ほんなー奥さんによろしくねー。 あ。
1 :あのーまたお。 はい。 はいはいー。奥さんによろ
T: はし、はい、どうもどうも。 はし、一。
1 :しく、はい。 ありがとうございまLたー 。
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